
53回生シラバス

科目名:構造と機能・疾病論I(総論) 担当者: 総時間数 (回数)
時期:1年前期

単位数: 1 医師(内科医師) 20 (10)

科目目標:・人体の発生、構成について理解する。

・生命を維持するための生理機能を理解する。

・疾病の原因と病態の特徴について理解する。

回 单元 単元目標と内容
方法

担当

構造と機能

学習範囲

及び

事前課題

教科書

1 人体とは何か ・細胞と組織について理解し、構造と機能からみた人体に 講義 序章

1 第1章人体の素材としての細胞・組織

構造と機能からみた人体

2 消化と吸収

3 呼吸と血液の循環

4

5 体液の調節と尿の生成

内臓機能の調節

6 からだの支持と運動

7 情報の受容と処理

ついて理解する

細胞の構造、細胞を構成する物質とエネルギーの生成、

細胞膜の構造と機能

細胞の増殖と染色体、細胞がつくる組織

構造からみた人体、機能からみた人体、体液とホメオス

タシス

・消化器系の構造と機能について理解する

口・咽頭・食道の構造と機能、腹部消化管の構造と機能

滕臓・肝臓・胆嚢の構造と機能、腹膜

・呼吸器・循環器系の構造と機能について理解する

呼吸器の構造、呼吸

循環器系の構成、心臓の構造、心臓の拍出機能、末梢循

環系の構造

血液の循環とその調節、リンパ管、血液

・腎臓の構造と機能・内分泌系の調節機能について理解す

る

腎臓の構造と機能、尿生成のメカニズム、排尿路

内分泌とホルモン、サーカディアンリズム、体内時計

・筋・骨格系の構造と機能について理解する

骨格とは、骨の連結、骨格筋、体幹の骨格と筋、上肢の

骨格と筋、下肢の骨格と筋、頭頸部の骨格と筋、筋の収

縮

・脳神経系の構造と機能について理解する

神経系の構造と機能、脊髄と脳、脊髄神経と脳神経、脳

の高次機能

運動機能と下行伝導路、感覚機能と上行伝導路、味覚、

疼痛

回 单元

講義 教科書

1 第2章

講義 教科書

D 第3章

第4章

講義 教科書

1 1巻

第5章

第6章

講義 教科書

Π 第7章

講義 教科書

D 第8章

単元目標と内容 方法 学習範囲



8

疾病論

正常と病気の状態

循環障害

細胞と組織の障害

9 感染症

腫

先天異常と遺伝子異常

10 終講試験

・正常と病気の状態について理解する

生理と病態生理、正常性をゆがめる要因、正常への回復に影

響する要因

・循環障害ついて理解する。

虚血と梗塞、充血とうっ血、浮腫と腹水・胸水、出血

・細胞と組織の障害について理解する

細胞の損傷と適応、細胞の死、変形・圧迫による臓器の障害、

炎症

・感染症について理解する

病原体と感染症、感染の成立、治療と予防

・腫 について理解する

良性腫 と悪性腫傷、上皮性腫 と非上皮性腫 、がんの進

展・転移

先天異常と遺伝子異常について理解する

奇形、遺伝子異常と染色体異常

教科書 参考書

①(系看) 人体【1】解剖生理学 (医学書院:e テキスト)

②(系看) 疾病 【2】病態生理学 (医学書院:e テキスト)

評価方法

筆記試験

【配点】

100点

及び

事前課題

講義 教科書

M 第1章A、

B、 C

講義 教科書2

1 第1章D、

E F

試験

D

評価基準

60点以上で合格とする。

担当者①実務経験あり



53回生シラバス

担当者:

科目名:構造と機能・疾病論 II (呼吸器 ①医師(内科医師)

系) ②医師(外科医師)
総時間数(回数):

30 (15)
時期:1年前期

単位数: 1 ③実習指導教員(臨床実務経

験有)

科目目標:

・呼吸器系構造と機能について理解する。

呼吸器系の代表的な疾患に対する病態・検査・治療・合併症・予後について理解する。

回 单元

構造と機能

1 呼吸器の構造

2

単元目標と内容

・呼吸器系の構造について理解する。

気道の構造、肺の構造、縦隔の構造、肺と胸部・胸腔・胸

膜の関係、横隔膜

方法

担当

学習範囲

事前課題

講義 教科書

第3章

教科書
第2章

3 呼吸の生理 呼吸の生理について理解する。

呼吸調節、換気運動、ガス交換、酸・塩基平衡

講義

①

4

5

6

症状とその病態生

理

検査と治療・処置

疾病論(内科系)

7 感染症

8 間質性肺疾患

・呼吸器疾患に伴う主な症候について理解する。

・それぞれの症候について、発生の機序を理解す。

発生機序が職業や作業と関連する症候について理解する。

呼吸の異常、呼吸困難、胸痛、咳嗽、喀痰、血痰・喀血、

喘鳴、副雑音、チアノーゼ、ばち指、CO2 ナルコーシス、

胸水

呼吸器疾患に伴う主な検査と治療・処置について理解す

る。

血液検査、喀痰検査、胸水検査、画像診断、内視鏡検査、

生検、呼吸機能検査、酸素飽和度検査、睡眠時呼吸モニタ

リング、酸素療法、薬物療法、人工呼吸療法、呼吸理学療

法、胸腔ドレナージ

・呼吸器系の代表的な疾患の病因、検査、治療、合併症、予

後について理解する。

・職業性疾病や作業関連疾患については、その関連性につい

て理解する。

・肺炎の症状、検査、治療、合併症、予後について理解する。

誤 性肺炎、沈下性肺炎、インフルエンザ、結核

・間質性肺疾患の病因、症状、検査、治療、合併症、予後に

ついて理解する。

間質性肺炎等、塵肺

講義

D

講義

D

講義

教科書

第3章

教科書②

第2章

教科書

第3章

教科書②

第3章

教科書

第3章

教科書②

第4章

教科書2

第5章

教科書3

第7章

講義

Ο 教科書②



第5章

教科書3

第7章

気道疾患

10

・気管支喘息、COPD(肺気腫等)の病因、症状、検査、治療、

合併症、予後について理解する。

気管支喘息、COPD、CO2 ナルコーシスに伴う治療 (人工呼

吸器、NIPPV)

講義 教科書

0 第5章

11 胸膜疾患

肺循環障害

・気胸の病因、症状、検査、治療、合併症、予後について理

解する。

講義

Ο 第5章

胸腔ドレナージ

・肺梗塞、肺塞栓症の病因、症状、検査、治療、合併症につ

いて理解する。

教科書3

第7章

教科書2

教科書3

第7章

12 肺胸膜腫 ・肺がん・悪性中皮腫の病因、症状、検査、治療、合併症、

予後について理解する。

・アスベストとの関連について理解する。

講義 教科書2

第5章

教科書3

第7章肺がん、悪性中皮腫

疾病論(外科系) ・呼吸器系の代表的な疾患の外科的治療について理解する。

13 肺がんの外科的治

療

胸部外傷の外科的

治療

・肺がんの外科的治療、合併症、予後

・胸部外傷の外科的治療、合併症、予後

講義

2

教科書

第1章

14 フィジカルアセス

メント

・呼吸器系のフィジカルアセスメントについて理解できる。

1 呼吸器系のフィジカルアセスメントの目的

2 呼吸器系のフィジカルアセスメントの実際

講義 教科書

演習

3

15 終講試驗 試験

3

教科書参考書

①(系看) 人体【1】解剖生理学 (医学書院:e テキスト)

評価方法

筆記試験

②(系看)成人【2】呼吸器 (医学書院:e テキスト) 【配点】

③(系看)疾病 【2】病態生理学 (医学書院:eテキスト) 内科医師 80点

④(系看) 別巻 臨床外科看護各論 (医学書院:eテキスト) 外科医師 20点

⑤(系看) 基礎 【2】基礎看護技術I(医学書院: テキスト)

第4章

教材

【事前課題】

動画視聽

教科書

呼吸機能のア

セスメント

⑥ eナーストレーナー 【フィジカルアセスメント】(医学書院)

教材

① フィジカルアセスメント呼吸器系 (ビデオ)

評価基準

60点以上で合格とする。

担当者①②③実務経験あり



53 回生シラバス

科目名:構造と機能・疾病論Ⅲ

(循環器系)

担当者:

①医師(循環器内科医師)
総時間数(回数):

30 (15)
時期:1年前期

単位数: 1 ②実習指導教員(臨床実務経験有)

科目目標:

・循環器系の構造と機能を理解する。

循環器系の代表的疾患の病態・検査・治療および合併症について理解する。

回 单元 単元目標と内容

1

構造と機能

心臓の構造と機能 ・心臓の構造と機能について理解する

2

血管の構造と機能

3 症状とその病態生理

4

5 検査

6

疾病論

虚血性心疾患

7 心筋症

8 心不全

9 血圧異常

方法

学習範囲

及び

事前課題

講義 教科書

1 第4章

教科書

第2章

教科書3

第6章

講義 教科書②

1 第3章

心臓の構造、心臓の電気活動、心臓のポンプ作用、心

臓機能の適応性

・血管の構造と機能について理解する

動脈および静脈の構造、体循環と肺循環、血液の循環

力学、血圧の調節

循環器疾患に伴う症状とその病態生理について

理解する

胸痛、動悸、呼吸困難、浮腫、チアノーゼ、失神、四

肢の疼痛、ショック(心原性・出血性・血流分布異常

性・アナフィラキシー)

・循環器疾患に伴う検査と治療・処置について理解する

検査:心電図、胸部 X線検査、心エコー、心臓カテー

テル法、血行動態モニタリング、動脈血ガス分析、心

筋シンチグラフィ、CT、MRI、心筋マーカー

1

講義 教科書②

第4章

・虚血性心疾患の病因、症状、検査、治療、合併症、予

後について理解する

・職業性疾病や、作業関連疾患については、その関連性

について理解する

狭心症、心筋梗塞、不整脈、洞不全症候群、心タンポ

ナーデ、ペースメーカー、PTCA等

・心筋症の原因、症状、検査、治療、合併症、予後につ

いて理解する

肥大型心筋症、拡張型心筋症

講義

①

教科書②

第5章

教科書3

第6章

講義 教科書

・心不全の病因、症状、検査、治療、合併症、予後につ

いて理解する(前負荷、後負荷を含む)

・高血圧、動脈瘤の病因、症状、検査、治療、合併症、

予後について理解する

本態性高血圧、二次性高血圧、本態性低血圧、起立性

講義

講義

①

第5章

教科書3

第6章

教科書②

第5章

教科書3

第6章

教科書2

第5章



10 弁膜症

11 静脈リンパ管疾患

12 血管系の疾患

13 炎症性疾患

14 フィジカルアセスメ

ント

15 終講試験

教科書 参考書

①(系看) 人体【1】解剖生理学

低血圧

・弁膜症の病因、症状、検査、治療、合併症、予後につ

いて理解する

大動脈弁、僧帽弁、狭窄症、閉鎖不全症

教科書3

第6章

教科書②

第5章講義

Ο 教科書3

第6章

・静脈リンパ管疾患の原因、症状、検査、治療、合併症、
予後について理解する

血栓性静脈炎、静脈血栓症、深部静脈血栓症、下肢静

脈瘤、肺塞栓症、上大静脈症候群

・血管系の疾患の原因、症状、検査、治療、合併症、予

後について理解する

大動脈瘤、大動脈解離、閉塞性動脈硬化症、バージャ

一病、高安動脈炎

・炎症性疾患の原因、症状、検査、治療、合併症、予後

について理解する。

感染性心内膜炎、心筋炎、収縮性心膜炎

講義
1

教科書3

第6章

講義 教科書2

講義

①

第5章

教科書③

第6章

教科書

第2章

教科書②

第5章

教科書3

第6章

教科書

第2章

教科書・循環器系のフィジカルアセスメントについて理解する。

1 循環器系のフィジカルアセスメントの目的

2 循環器系のフィジカルアセスメントの実際

(医学書院:e テキスト)

②(系看)成人 【3】循環器 (医学書院:e テキスト)

③(系看)疾病 【2】病態生理学 (医学書院: テキスト)

④(系看) 別巻 臨床外科看護各論 (医学書院:e テキスト)

5 (系看)基礎 【1】基礎看護技術I (医学書院:e テキスト)

⑥ eナーストレーナー 【フィジカルアセスメント】(医学書院)

教材

① フィジカルアセスメント循環器系(ビデオ)

講義

演習 第4章

2

試験

2

教材

【事前課題】

動画視聴

教科書6

循環機能のア

セスメント

評価方法

筆記試験 100点

評価基準

60点以上で合格とする。

担当者①②実務経験あり




























































